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佐々木哲夫（教育学講座）               
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「教職高度化プログラム」の入学者数は，７年間で 118 名（現職 46，学部卒 72）。３名が
在籍中に進路変更したため，修了生は，2015 年３月時点で 86 名（現職 32，学部卒 54）で
ある。2017 年３月の修了生総数は 115 名（現職 46，学部卒 69）となる見込みである。 






















のことを検証するために，平成 27 年夏にアンケート調査を実施した。 
 
(1) アンケート調査の概要 
① 実施時期：2015（平成 27）年７月下旬に調査を依頼，８月下旬に集計。 
② 調査対象：95 名（１～５期の全修了生計 86 名，及び６期生の M2・現職教員９名） 
③ 調査方法：質問紙調査（指導教員または SV よりメール添付ファイルで質問紙を送信・
回収）。記名式（成果と課題を具体的に捉えるために，教科名や現職場での立場も記入）。 


















＊回答選択肢  ５：大いに生かされている    ４：生かされている    ３：どちらとも言えない 


























































 (4) プログラム内容等に関する評価 

















③ 「ＡＲ実習」及び「課題解決実習」⇒ 生かされている［AR：95.9％］［課実：97.1％］ 












































































































Ⅳ  教育学研究科における「教職高度化」の未来に向けて 
１．「教職開発専攻（教職大学院）」の特徴と今後の課題 






















































充実も期待される。                                                  （田中宏幸＊） 
 
［付記］2015 年 12 月 12 日（土）午後，60 名の参加を得て，特別企画「シンポジウムとラ
ウンドテーブル〈教職高度化プログラムの総括，そして未来へ〉」を開催した。この企画の
記録の詳細は，３月に冊子として刊行する。 
〇開会行事  開会の挨拶・基調提案（田中宏幸 委員長） 








  ・教職高度化プログラムに関わった教員からの一言コメントとフロアーとの討議 
  ・司会のまとめ（難波博孝） 
・広島市教育委員会指導第一課主任指導主事  藤井智子氏よりコメント 
   ・広島県教育委員会義務教育指導課教育指導監  中村正博氏よりコメント 
〇閉会行事 








会科教育』648～659 号，明治図書，2013 年 4 月～2014 年 3 月 
・佐藤学『専門家としての教師を育てる』岩波書店，2015 年 
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